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特集

汎用機の概要について

1 . 汎用コンピュータの更新について

システム管理掛

1 まえがき

平成6年1月に現用の汎用コンピュータ AC0S2020ならびに UNIXワークステーショ
ン群が更新されます。新たに導入される汎用コンピュータは ACOS3900モデル 10を中心
とした構成になり， UNIXワークステーション群では UP4800 / 635, EWS4800 /360, 350 
を中心とした分散処理構成となります。また， UNIXサプシステムとして新たに日本シリ
コングラフィック社のグラフィックス・スーバーコンピュータ IRISOnyxを導入いたしま
す。 Onyxの概要については別掲「UNIXサプシステムについて」をご覧ください。

2 AC0S3900汎用コンピュータ

2.1 AC0S3900の機器概略

(1) 中央処理装置

ACOS3900システムは最大8台までの演算処理装置で構成されますが，今回導入されま
すのは演算処理装置が1台のモデル 10といわれる機種です。装置単体では， AC0S2000
の約2倍の処理能力を持っています。ベクトル演算については，高速な実行を可能にする
統合アレイプロセッサが1台オプションで付加されています。主記憶装置として 256MB
を備えていますが，拡張記憶装置は備えていません。利用者のプログラムは Cクラスの
ジョプで最大128MB1まで利用可能です。

(2) 磁気ディスク装置

記憶容量49.1GB2のデイスクが3台，総容量 147.3GBを備えています。ただし，初期
化しますと幾分少なくなります。利用者の方は5000リンク3まで自由にファイルを作成で
きます。

(3) 電子ディスク装置

256MBの容最を備えています。ただし，コンパイラなどのシステムファイルとして利
用しますので，利用者の方は直接使用できません。

1Mega bytes 
2Giga bytes 
31LINK=3,840語
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(4) カートリッジ磁気テープ装置

総容量430GB,2150巻が格納されています。利用者のファイルのバックアップならぴ

に，申請により利用者に開放します。

(5) 磁気テープ装置

9トラック．記録密度6250/1600RPIが4台導入されます。

(6) 印字装置

B4判連続紙， A4判連続紙， A4カット紙のページプリンタが設置されます。

2.2 ACOS3900の機器構成

基本ユニットレ
コード処理装置

図 1:ACOS3900の機器構成

なお， ACOS3900のハードウェアアーキテクチュアについては，別掲「超大型汎用コ

ンピュータ ACOSシステム 3900」をご覧ください。
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2.3 センター内ネットワーク構成

スーバーコンビュータ，汎用機，ワークステーションは FDDIあるいはイーサネットに

接続され，センター内でLANを構成します。

図 2:センター内 LAN

2.4 ACOS3900の運用

システム状況表示サーバ
EWS4800/210' 

スプール処理サーパ． 
EWS4800/350 

PC98サーバ
EWS4800/260 

マルチメディアサーバ
EWS4800/360 

IRIS 4D/31 OVGX 

•既サーピス

ACOS3900はACOS2000の上位互換機種ですので，なんら変更することなく今までの

ソフトウェアは実行できます。

(1) ACOS3900のソフトウェア

利用できるソフトウェアは従来と変わりありません。「センターニュース」 Vol.23No.l 

1993-5第89号をご覧ください。

(2) ジョブクラスと制限値

ACOSのジョプクラスおよび制限値は変更いたしません。 ACOS3900はCPUl台当た

りの演算性能比で ACOS2000のおよそ 1.5から 2倍といわれています。次にクラスと制

限値およびファイルの制限値を掲載しておきます。

大阪大学大型計算機センターニュース -5- Vol. 23 No. 2, No. 3 1993 -11 



ジョブクラスと制限値

表 1:制限値

ジョプ
CPU時間

プログラム
出力記録数 一時ファイル

クラス サイズ

E 36秒 16MB 

A A 5分 32MB 

C B 1時間 64MB 50000行 5000リンク

゜
C 4時間 128MB 

s M 15分 32MB 

TSS 2時間 16MB '" "'"" 

u 10分 40MB 

s V 30分 200MB 

w 2時間 500MB """' '"' 

X X 5時間 700MB 
Y↓ 届出 届出

会話型 10分 40MB 

t特殊ジョプクラスですので届出が必要です。

ファイル制限値

e ACOS3900は一利用者番号につき 5000LINK

• SX3は一登録番号につき 200MB

oワークステーションは 93年11月現在，制限していません。

3 UNIXワークステーション群

大型計算機センター内に 5台のワークステーションを導入し，各ワークステーション

にサービス機能をもたせ分散処理を行います。また，豊中地区のデータステーションにも

ほぼ同様の機能を持つワークステーションを導入します。置き換えは日本電気のワークス

テーションが中心であり，今までサービスしておりました SPARCstation2およびIRIS

4D/VGXはそのまま継続してサービスいたします。
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3.1 ファイルサーパ (UP4800/635)

FOOi 

UP4800/635 
• 130MIPS 
• 主記憶512MB
・ディスク48.4GB
・カートリッジMT

ワークステーション上に作成される

利用者のファイルは全てこの UP-

4800/635の磁気ディスク上に保存さ

れます。このワークステーションに

は48.4GB切ディスクが接続されて

います。利用者がワークステーショ

ン上に作成されるファイルの最大容量は現在チェックしておりませんが，利用が増えファ

イル容量に余裕がなくなれば制限する予定です。

ファイルのバックアップについては週一回，水曜日の午後に実施しておりますが，大切

なファイルは利用者ご自身の手でもテープあるいはフロッピイディスク等にバックアップ

を取るようにお願いいたします。

3.2 マルチメディアサーバ (EWS4800/ 360) 

EWS4800/360 
・130MIPS 
• 主記憶256MB
・3.5"FDD 

ジ

日英翻訳機能，邦文•英文を認識で

きる OCR装置（イメージスキャナ），

FAXアダプタが付加され，日英／英

日翻訳や印刷文書からの文字入力が

可能となります。主なアプリケーショ

ンとして Imageviewが導入され画像

処理が，また， FAXサーバ機能によ

りEWS4800からデータの自動受信

が可能となります。

3.3 システム状況表示サーバ (EWS4800/210)

EWS4800/210 
・30MIPS 
• 主記憶48MB
・3.5"FDD 

システムの処理状況，利用者ジョブの

実行状況などを表示しています。利

用者のジョプの問い合わせも行うこ

とができます。

4初期化前の総容蓋ですので，初期化するともうすこし少なくなります。
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3.4 スプールサーパ (EWS4800/350)

EWS4800/350 
・98MIPS 
• 主記憶64MB
・3.5"FDD 

3.5 PC98サーパ (EWS4800/260)

EWS4800/260 
・39MIPS 
• 主記憶128MB
・3.5"FDD 
・カートリッジMT
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1/2"テープ， 8mmテープ，カートリ

ッジテープ， 3.5"フロッピィディスク

などの媒体のデータを相互に変換し

ます。操作はメニュー形式になって

おり，簡単に実行できます。

センター内に設置されている PC-

9800パソコンと接続され， UNIXの

初心者の方でも UNIX利用者とのメ

ールのやりとりが簡単にできます。
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